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　川の生態を知り、川に親しんでほしいと、肱川流域水
産多面的活動組織（楠崎隆

たかのり

教代表）は10月28日、立川小
学校でおさかな館の出前講座を開きました。立川小学校、
石畳小学校、立川幼稚園の児童・園児が参加しました。
　児童らは四万十川に生息する生き物について学んだあ
と、ペンギンやカメとの触れ合いや、水槽で泳ぐ川魚を
観賞する移動水族館を楽しみました。

生き物を見て・触れて・学んで
おさかな館出前講座

ペンギンのしぐさに声をあげて喜ぶ児童

絵本をうれしそうに抱える園児

かわいい絵本をたくさん読んでね

ソロプチミスト大洲から絵本寄贈

　国際ソロプチミスト大洲（郷緒和
かず こ

子会長）から10月22
日、大瀬保育園（森美

み き

紀園長）に絵本が贈られました。
　同団体は女性と子どもの生活を向上させるため、さま
ざまな奉仕活動をしており、毎年、読書週間に合わせて
保育園に本を寄贈しています。園児を代表して山田諒

あきな

南
さん（５）が、「すてきな絵本をありがとうございました。
いっぱい読みたいです」と元気にお礼を言いました。

電気を使わない昔ながらの収穫の風景

上芳我邸横の路地を案内する越智さん（右）

程内地区で昔ながらの農作業風景

そば落とし

　秋空が広がった11月1日、程内こんにゃく芋グループ
（大程幸

ゆ き こ

子代表）はそば落としをしました。
　実を唐

からさお

棹で叩いて落とし、唐
とうみ

箕で選別する昔ながらの
方法で収穫。23 日に行われた程内産業祭で、ぼっかけ
そばにして振る舞いました。大程さんたちは「そば殻か
ら取ったあくは、こんにゃくづくりに利用。無駄にしな
い昔からの生活の知恵」と笑顔で話していました。

　町歩きを楽しむ「ねき歩き」のモニターツアーが11月
9日、八日市・護国の町並みと内子本町商店街の２コー
スで行われました。町並みの路地を歩く「せだわコース」
には７人が参加。ねき歩きガイドの越智益

ま す こ

子さんの案内
で、路地裏に隠れていた魅力や歴史の足跡などを探訪し
ました。参加者は昔話や感想などを話しながら、より魅
力あるまち歩きの方法を探していました。

「ねき歩き」本格始動に向けて
モニターツアーを開催

1_町指定文化財に指
定の中川万歳保存会の
演技　2_金昴先舞踊
団が演技した韓国伝統
舞踊

ぜんざいの餅を焼きながら、会話を楽しむ参加者

　内子町伝統芸能まつり」（内子町伝統文化継承団体連
絡会、内子町教育委員会主催）は11月10日、内子座で開
かれました。
　同大会は地域の宝である伝統芸能を披露し、団体間の
交流や次世代に継承することがねらい。今回で２回目の
開催となります。
　最初に韓国重要無形文化財第27号「僧舞」人間国宝後
継者の金昴

ミョウソン

先さんが率いる舞踊団による、韓国伝統舞踊
５演目が披露されました。その後、伝統芸能を継承する
町内の８団体が出演。獅子舞や伊予万歳、しゃぎり、神
楽などを披露し、350人の来場者から大きな拍手が起こっ
ていました。篠崎平

へ い じ

治会長は「どの団体も高齢化が進み、
継承していくことが難しくなっている。伝統芸能を絶や
さないためにも、今後もこの大会を続けていきたい」と話
しました。

内子と韓国の伝統芸能を披露

内子町伝統芸能まつり

地域を優しく照らす６万球の光り
「スバルイルミネーション」

　内子商工会青年部小田支部（福岡旭
あきら

支部長）は11月
16日、冬の夜を彩る「スバルイルミネーション」の飾り
付けを行いました。約６万球のＬＥＤ電球が使用され、
建物や街路樹がカラフルな輝きに包まれています。（点
灯は午後５時～ 11時、１月中旬までを予定）
　福岡支部長は「高い場所への飾り付けは大変だが、訪
れる人の喜ぶ姿を想像して頑張っている。今回もきれい
に飾れたので、ぜひ見に来てほしい」と話していました。

自然と風景と食べ物を満喫

山の手作り市「きておみや in立山」

　住民有志による手作り市「きておみやin立山」が11月
10日、下立山地区で開かれました。３回目となる今回も、
地元の新鮮な素材を使った食べ物、ぜんざいに入れる餅
を自分で焼くなどの参加型メニューが人気で、町内外か
ら多くの人が訪れました。主催者の一人、山本博

ひろゆき

之さん
は「地域に根付いたイベント。お年寄りが歩いて来てく
れるのがうれしい。立山の良さをゆっくり楽しんで」と
話していました。

たくさんの光りと夢が集まる文化交流センター「スバル」
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